
千葉市の歯科保健対策の現状(健診等の実績） 

対  象 歯科的特徴 歯科的問題点 
歯・口腔の健康づくりのための取り組み内容 

平成 26年度事業実績 （平成 25年度事業実績） 
事 業 名 ね ら い 

妊産婦 生理的変化 
永久歯むし歯の増加 

歯周病の急増 

◇妊産婦歯科健診 
歯科疾患の予防・早期発見 

養育者感染の予防 

◇妊婦歯科健診  2,566人/8,025人 受診率 32.0%(2,416人/7,997人 受診率 30.2% )  

◇産婦歯科健診  1,951人/7,462人 受診率 26.1%（1,802人/7,725人 受診率 23.3%）   

◇妊婦重度う蝕個別指導（４か月児健診時）  229人 (68人) 

◇母親＆父親学級 54回 1,166人 初妊婦受講率 31.9%(54回 1,483人 初妊婦受講率 34.3%) 

 

◇母親＆父親学級 妊産婦歯科健診の推奨 

妊娠中及び乳幼児の口腔ケアに対する意識の向上 

胎児の歯の形成時期における栄養摂取の啓発 
胎 児 歯の形成期 

バランスのとれた栄養摂取が

必要 
乳 児 乳前歯の萌出期 

◇4か月児健康診査 

（ミニ健康教育） 

乳児期からの口腔ケアの実施方法の啓発 

養育者感染の予防 

間食・甘味飲料摂取時の注意 

かかりつけ歯科医での定期健診・フッ化物応用の推奨 

◇４か月児健康診査  7,453人/7,726人 受診率 96.5% （7,436人/7,698人 受診率 96.6%）   

 

◇乳幼児歯科相談 200回 3,049人（196回 3,170人）  
◇乳幼児歯科相談 

幼 児 

（1～3歳） 

乳臼歯の萌出時期 

乳歯むし歯の発生しやすい時

期 

（甘味の不規則摂取等） 

 

◇1 歳 6 か月児歯科健診 

 

◇3 歳児歯科健診 

むし歯の予防 

歯と口腔の清掃指導 

間食・甘味飲料摂取の注意 

不正咬合等の早期発見 

かかりつけ歯科医での定期健診・フッ化物応用の推奨 

◇１歳６か月児歯科健診   7,724人/8,104人 受診率 95.3%（7,610人/8,072人 受診率 94.3%）  

  う蝕有病者率  2.3% （2.6%）                                                   

  う蝕有病者の一人平均う歯数  2.84 本（2.78本）  健診受診者の一人平均う歯数 0.06 本（0.07 本）  

  仕上げ歯磨きがされていない 1歳 6か月児の割合  8.1% （8.1 %）                                                                                                           

◇３歳児歯科健診  7,743人/8,305人 受診率 93.2%  （7,758人/8,385人 受診率 92.5 %）  

  う蝕有病者率  18.1%（19.1%）   

  う蝕有病者の一人平均う歯数 3.53本（3.3本） 健診受診者の一人平均う歯数 0.64 本（0.63本）  

  フッ化物歯面塗布を受けたことのある 3歳児の割合 41.0%  （39.8%）   

◇2歳児むし歯予防教室    

   定例  209回 1,331人/3,365人 受診率  39.5%  （208回 1,242 人/3,336人 受診率  37.2%）   

    イベント 30 回 186人/475人 受診率  39.2%  （28回  178人/391人   受診率  45.5%）                                                                                            

乳歯列の完成期 乳歯むし歯の急増期 ◇2歳児むし歯予防教室 
ハイリスク児（1歳 6か月児歯科健診でO2[むし歯の誘因が多い]とむし歯と判定

された児等）に対して重点的な保健指導を実施し、むし歯を予防する。 

幼 児 

（4～5歳） 

永久歯の萌出開始時

期 

（第１大臼歯） 

永久歯むし歯の発生 

しやすくなる時期 

◇乳幼児口腔保健指導事業 

  中央講習会 

  地域歯科保健連絡会 

  幼稚園等の刷掃指導 

保育施設職員の口腔保健に対する意識の向上を図り、幼児の歯磨きの習慣化

を図る。 

フッ化物応用等によるむし歯の予防知識の啓発 

◇中央講習会 1回 96人  （1回 101 人）    ◇地域歯科保健連絡会 各区 1回 6回/年 86人 （6回/年 84人） 

◇保育所・園・幼稚園の刷掃指導   35回 1,318人  （29回 1,340人） 

◇幼稚園フッ化物洗口保護者説明   3回 298人 

◇公立保育所歯科健診（60か所）  

2歳児 1,515人/1,533人 受診率 98.8%  （1,518人/1,548人 受診率 98.1%）  

3歳児 1,526人/1,543人 受診率 98.9%  （1,426人/1,449人 受診率 98.4%） 

4歳児 1,485人/1,496人 受診率 99.3%  （1,487人/1,505人 受診率 98.8%）   

5歳児 1,516人/1,539人 受診率 98.5%  （1,559人/1,580人 受診率 98.7%）  

   う蝕有病者率 2歳 7.9%・3歳 20.3%・4歳 32.2%･5歳 38.5%  （2歳 7.1%・3歳 20.6%・4歳 32.5%･5歳 43.2% ） 

 

児 童 

（6～11歳） 
乳歯と永久歯の交換

期 
永久歯むし歯の多発期 

◇口腔衛生指導 

 

◇歯と口の健康週間関連事業 

 

◇学校歯科保健優良校表彰 

 

◇歯と口の健康つくり啓発事業 

 

◇歯医者さんの喫煙防止教室 

歯の磨き方の指導やむし歯、歯肉炎の予防・改善を図るため児童生徒自身の

健康に対する意識を高める。 

 

歯と口の健康週間に口腔保健に関する健康意識の向上と正しい知識を啓発し、

健康づくり推進を図る。 

 

心身ともに成長・発育している重要なステージにある児童生徒に対して、発達段

階に応じた保健指導を行い、生涯を通じての自立的口腔保健行動の形成を促

す。 

 

タバコに興味を持つ頃であり、また歯肉炎が急増する中学生の時期に、口腔内

への影響等について、歯科医の視点に立った喫煙防止教育を行う。 

◇定期健康診断 小学校 50,070人  （50,248人） 

◇定期健康診断 中学校 23,772人  （23,937人） 

   12歳児の永久歯のむし歯の 1人平均本数 0.74本  （0.97本） 

    歯ぐきに異常がある 12歳児の割合 29.2%  (29.7%） 

◇口腔衛生指導 小学校 8,652人・中学校 7,489人  （小学校 8,577人・中学校 7,274人） 

◇歯と口の健康週間関連事業 

   学校歯科保健推進事業 

   健歯児童生徒・学校歯科保健活動推進校（学校賞）表彰 

   歯・口の健康に関する図画・ﾎﾟｽﾀｰ,歯・口の健康啓発標語の募集 

   学校歯科保健優良校表彰事業 

◇歯と口の健康つくり啓発事業 小学校 6校 1,270人・中学校 3校 725人（小学校 6校 2,083人・中学校 2校 916人） 

◇歯医者さんの喫煙防止教室 中学校 5校 1,132人  （中学校 5校 790人） 

 

生 徒 

（12～14歳） 
永久歯列完成期 

歯周組織の過敏期 
歯肉の炎症が始まる時期 

生 徒 

（15歳～） 
第３大臼歯萌出 

むし歯が放置されやすく歯周

病の発生が始まる時期 

成 人 

（青年期） 
歯周組織の脆弱期 歯周病の急増 

◇成人歯科相談 

歯周病予防の正しい知識や技術の普及 

歯間部清掃用具の使用の推奨 

かかりつけ歯科医での定期健診の推奨 

 

◇成人歯科相談 262回 3,188人  （234回 3,061人） 

◇健康教育・講演会 歯周疾患と全身疾患の関連性、歯周病予防等正しい知識の普及 ◇健康教育・講演会 88回 1,678人  （102回 2,240人） 

 

◇歯周疾患検診 2,972人/52,387人 受診率 5.7%  （ 2,995人/54,870人 受診率 5.5%） 

◇口腔がん検診 676人  （542人） 成 人 

（40歳～） 
歯の喪失開始時期 咀嚼機能の低下が始まる時期 

◇歯周疾患検診（40･50･60･70歳） 

◇口腔がん検診 

高齢期における健康を維持し食べる楽しみを享受できるよう、歯周疾患を早期

に発見し、歯の喪失を予防する。 

口腔がんの早期発見・早期治療と市民の意識の高揚を図る。 

◇訪問指導 訪問の保健指導により、口腔衛生状態の向上を図る。 

高齢期 

（65歳～） 
歯の喪失急増期 

咀嚼機能の低下 

（義歯装着者急増） 

◇口腔ケア事業 
介護予防の取り組みが必要と判定された方に、口腔機能状態を把握・評価・指

導し、摂食、嚥下機能低下の早期発見及び悪化を予防する。 
◇口腔ケア事業 622人  （737人） 

◇元気アップ教室 

   元気アップ相談 

   歯っぴー健口教室 

介護予防の取り組みが必要と判定された方に、正しい知識や技術を提供し、口

腔機能向上を図る。 

◇元気アップ教室  391回 3,135人   （386回 3,598人）  

◇元気アップ相談(口腔プログラム提供） 24回 35人  （ 23回 41人） 

◇歯っぴー健口教室 93回 479人  （ 72回 456人） 

◇シニア健康づくり教室 

   シニア健康づくり相談 

◇健康教育・講演会 

口腔ケアの知識の普及 

かかりつけ歯科医での定期健診の推奨 

◇シニア健康づくり教室 238回  2,361人  （160回  2,353人） 

◇シニア健康づくり相談   84回  215人  （85回  264人） 

◇健康教育・講演会 18回  421人  （18回  416人） 

心身障害者

（児）等 

歯の形成不全及び 

唇顎口蓋裂等 

広範性のむし歯発生等 

咀嚼・発音障害 

◇訪問歯科診療 

（保健医療事業団） 

◇ねたきり老人･心身障害者（児） 

歯科診療 

（保健医療事業団） 

「在宅ねたきり者」で通院が困難な方に対して、歯科医療サービスを提供し、心

身の健康保持増進を促進する。 

一般の歯科診療所での治療が困難な「ねたきり老人」「心身障害者（児）」に歯科

医療サービスを提供し、健康の保持増進を図る。 

◇訪問歯科診療事業（ねたきり 40歳以上） 実 18人 延 36人  （実 19人 延 43人） 

◇ねたきり老人・心身障害者（児）歯科診療事業 

   ねたきり老人歯科診療 実 44人 延 204人  （実 46人 延 200人） 

   心身障害者（児）歯科診療 実 107人 延 438人  （実 109人 延 425人） 

◇訪問診療（居宅）を行っている歯科診療所率 (H23年医療施設調査 厚生労働省） 

  千葉市医療圏  7.6% （全国 13.8%、千葉県 10.7%） 

全年齢     

◇ヘルシーカムカム 

◇歯みがき&でんたるカップミニ 

サッカー大会 等 

イベント等の実施により歯科保健知識の普及啓発 

◇ヘルシーカムカム 2,779人  （3,129人） 

◇歯みがき&デンタルカップミニサッカー大会 約 3,500人  （約 3,500人） 

◇地区健康まつり 1,459人  （1,506人）   

出典 ２０１０年/２０１１年「国民衛生の動向・生涯を通じた歯科保健対策の概要」改編 

資料１ 


